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研 究 会 報 告 
 
2012 年 3 月 1 日（木） 公開シンポジウム報告 
テーマ： 撮る・書く・話すのいま～自主規制と公権力の介入を考える 
報告者： 河合幹雄、田原総一郎、嶋田開、山田健太（所員） 
時 間： 18：30～20：30 
場 所： 神田 731 教室 
参加者数：220 人 
注 記： 日本ペンクラブと共催し、当日はニコニコ動画が生中継をした 
報告内容：（以下別記） 
 
○シンポジウム満席で、立ち見も 体験者が語る生々しい「権力介入」談 
日本ペンクラブと本研究所共催の公開シンポジウム「『撮る』『書く』『話す』のいま～
自主規制と公権力の介入を考える」が、３月１日午後６時半から８時半まで、東京・神田
の専修大学校舎で開かれた。 
このところ、東京では、「東京都青少年健全育成条例」を改訂し、出版業界のしてきた
自主規制を否定して「有害図書」かどうかを公権力が判断しようとしている。大阪では、
地方自治体の公権力が、教師たちの闊達な活動を否定し、教育という表現豊かな場への直
接介入を強めようとしている。こうしたなか、アダルトビデオを自主規制審査する団体「日
本ビデオ倫理協会（略称・ビデ倫）」は、2008 年７月解散し、現在は、新組織「一般社団
法人・映像倫理機構」となっている。解散と移行は、ビデ倫に対する「わいせつ図画販売
幇助・頒布幇助」などの容疑で 2007 年８月、警視庁の強制捜査を受けての苦渋の決断だっ
た。ビデ倫の事件は、2011 年９月に出された東京地裁判決（河合健司裁判長）で、ビデ倫
審査部統轄部長、審査員ら５人が有罪となった。自主規制の審査が不十分だったとして表
現の現場に介入した公権力を司法が追認したことになる。ビデ倫裁判は、2012 年１月から
控訴審の審理が始まっている。 
いま、日本は情報が溢れているように見えながら、実は、表現行為に携わる制作現場や
教育現場では、「息苦しい」という実感がある。こうした現場では、原発事故同様に、必
要な情報が発信されず、伝えられていないという危惧が深まっている。当シンポの共催者
である日本ペンクラブでは、その都度、声明を発表し、この息苦しさは公権力の介入が大
きな要因だと抗議して来た。さらに、今回は、「表現の自由が尊重される社会とはなにか」
を問うために公開シンポジウムを開いた。会場となった大学の大教室には、ペンクラブの
会員、旧ビデ倫や映倫の関係者、研究者、学生など約 220 人が参加し熱い熱気に包まれた。 
パネリスト（以下、敬称略）は、日本ビデオ倫理協会の審査員だった島田開、桐蔭横浜
大学の河合幹雄、ジャーナリスト田原総一朗で、司会進行（モデレーター）は、専修大学
の山田健太（日本ペンクラブ理事）が勤めた。 
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パネルディスカッションを前に、日本ペンクラブ会長の浅田次郎が挨拶をした。「表現
が知らず知らずのうちに窮屈になっている。昔ならすぐに気がついたが、今の世の中は、
明るく、マイルドなので、なかなか気がつかない。人間の社会は自由でなければならない。
自由を制禦するのは、法（ルール）ではなく、礼（マナー）で行うのが好ましい。最近の
窮屈さは、マナーよりルールで自由を制禦しようとするところから来ている。不自由なの
に不自由を感じないのは問題だろう」などと述べた。 
パネルディスカッションでは、山田健太の「いま思想・表現の自由が脅かされる事例が
頻発している」という問題提起を基に、「表現の自由においても、これまで通用した当た
り前が、通用しなくなって来た。怖いのは、こうした自由の抑制を容認する空気が世間に
生まれてきていることだ」などと強調した。各パネリストも、それぞれの現場での体験を
基に、積極的に多岐に亘る発言があったが、議論が白熱した部分の要旨を採録しておきた
い。 
 
○白熱の議論 「猥褻とエロティシズムの境目」 誰が判断する？ 
田原総一朗：拉致問題の報道にからみ、拉致被害者の訴えを受けて、裁判所から取材源
を特定できる録音テープの提出命令を突きつけられた。以前なら報道できたことが、現在
は出来なくなっている。去年３月からの福島原発事故報道に見られるように、マスコミが、
権力側の「大本営発表」情報を垂れ流していて、だらしがない。メディアは、身の安全を
考えて、権力との距離を計り、「無難な」ことしかやらなくなっている。 
島田開：少数者の利益を確保するために表現の自由はある。アダルトビデオの自主規制
は、表現の場に権力の介入を防ぐために行って来たのに、それでは、審査が不十分だとい
う告発を受けて権力が介入して来た。そのために、ビデ倫は、解散させられてしまった。
さらに、去年９月の判決では、裁判所がこうした公権力の介入を追認した。 
河合幹雄：公権力はメディアを利用する。原発事故が典型的な例。メディアを使って、
言論統制をする。ビデ倫事件でも、警察は、遵守不可能なきつい規制をして、それに対応
できないからと「見せしめ」をした。しかし、本当の問題は、裁判所にある。警察の介入
について妥当かどうか、裁判官が、きちんとした判決を出さないといけない。警察・検察
の問題は裁判官に責務がある。乱暴な捜査は、えん罪を生む。公権力は、メディアにも遠
慮しないで、介入して来る。 
島田：「猥褻」の概念は、曖昧だ。「猥褻」という言葉は、明治期に出来た。それまで、
日本には、猥褻の概念もなかった。江戸時代の性は、おおらかであった。ビデ倫のある審
査員は、延べ 200 時間近く拘束されて取り調べられた。映像が猥褻かどうか、性器を隠す
モザイクが妥当かどうかと言うより、ビデ倫は、制作会社から審査を甘くするように圧力
を受けて、審査基準を緩和したのではないか、という容疑を繰り返し繰り返し突きつけら
れた。そういうことはないと事実を話しても、同じことばかり聞かれた。頻繁に余談をす
る。審査の何処に問題があるのかが、最後まで判らなかった。私も延べ 23 回聴取された
が、何のための捜査か判らなかった。 
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河合：権力は、作品の是非を調べているのではなく、ビデ倫を潰そうとしたのではない
か。 
田原：業界とともに作品管理をする警察にとって、業界の自主規制があった方が便利な
のに、何故、ビデ倫を潰したのか。業界は、警察 OB の再就職先、天下りの受け皿なのに、
何故、潰したのか。そもそも猥褻とエロティシズムの境目は、どこにあるのか。性器が見
えるか見えないかという問題か？ 日本ペンクラブは、どう判断しているのか。 
河合：法律上、猥褻とエロティシズムの境目は、ない。警察の解釈次第ということだ。
最終的には、裁判所が決めているのが実情だ。 
山田健太：猥褻とエロティシズムの境目は、作者が自分で判断するべきものだ。自主規
制で済む問題を警察が勝手に猥褻とエロティシズムの境目に線を引いてしまった。また、
裁判所も、それを易々と追認してしまった。 
河合：アメリカは、罪刑法定主義。日本は、曖昧。表現の自由以前の問題である。 
島田：過度の表現が権力の介入を招くので、介入させないために業界は自主規制をして
努力してきた。 
 
○言論表現の自由を守るのは、最後は世論 だらしないマスメディア 
田原：警察は、余計なことをした。ビデ倫を潰してなんになるのか。さらに、裁判所が、
それを追認して、ビデ倫に有罪判決を出してしまった。警察より裁判所が問題だ。ビビっ
て、「無難な（無責任な）」追認判決を出してしまった。きちんと批判をしないマスコミも、
だらしがない。最後は、国民が動くしかない。世論が最後に正す。 
河合：裁判所が、警察や検察を正すべきだ。マスコミも問題。官の情報を貰って、垂れ
流すのではなく、自ら調査をしてしっかりした事実報道をして欲しい。マスコミに節操が
ない。正しい情報が、国民に伝わっていない。「無難」を変えさせるのは世論の力が必要
だ。それを後押しするのはマスコミのはずなのに、メディアはその役割を果たしていない。 
田原：表現の自由は、勝ち取るもの。闘う必要がある。 
山田：ペンクラブには、「声明」しか無い。しかし「言葉の力」を信じたい。 
島田：ペンが、ことあるごとに出してくれた声明が、大きな力になった。今回のビデ倫
に対する警察の捜査を実際に体験させられた身にとって、えん罪事件の捜査も、こういう
風にしてやられたのではないかと思った。 
記録：大原雄（作家）、山田健太（所員） 
 
 
